
その他、土墳墓が 1基 (SK-104)、 土坑が数基検

出された。以下、主な遺構について報告する。

SK-lo4(第 53図,図版36)
ST-4011の 玄室と一部重複する、直径1,14～1.3m

の不整円形である。深さは0。 49mを測るが、上部40cm

程度は削平されている。

南側上面には、土師器の小皿 2枚と皿 1枚が重なった

状態で、中央下部では小皿と皿各 1枚が副葬されていた。

これらは全て糸切り底で、小皿 (4)は灯明皿の転用で

ある (表 7)。

SZ-11(第 56図,図版39)
2区の北側を占める、長さ5。 3m、 幅3:4m、 深さ1.2m

の不整形な遺構である。

埋土は他の遺構とは異なり上層 (la～ lc層 )は黒～

暗灰色系の上で、中層は灰～暗灰色系の土と砂が縞状に

幾層にも堆積、下層は灰～褐色系の土が堆積している。

また、すべての土層が粘質で水分が多く、特に下層は顕

著であることから、溜池のような機能を推定している。

しかし、下底は礫層であり、大雨の後も僅かしか水が溜

まらず、下層が堆積し始めるまでは機能していなかった

と思われる。

埋土には古墳時代の上師器や須恵器、中世～近世の土

師器 (第60図 -34～45)や国産陶磁器 (第61図 -8・ 9,

第65図 -7～■)、 輸入陶磁器 (第62図 -9・ 29,第 63

図-40)、 石器 (第69図 -2・ 7)、 加工木など様々な

遺物が混入していた。最も新しい遺物は18世紀後半～19

世紀の碗であり、最終的埋没年代を示す。

SZ-13(第 57図 ,図版40)

ST-4006の玄室左側まで覆う、長さ4m前後、

幅2.5m前後の不整形な落ち込みである。

埋土は大きく4層に分けられる。 1層は淡黒灰色系の

土で、礫が多い。 2層は暗灰色糸の上で、礫を僅かに合

|
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第25図  ST-3020 遺構実測図
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む。 3層はⅥ～Ⅶ層のブロックを主とする土層で、4層

はⅢ層を起源とする黒灰色上である。以下は、安全性を

考慮して未調査に終った。 2層 と 3層の間にはアカホヤ

塊全面にみられ、地下式横穴墓の崩落天丼に継がるもの

である。壁面をみるとⅦ層の下はシラスの二次堆積のよ

うな砂層で、 3～ 4層はそれとは異なり、明らかに上位

の上層である。遺物は 1層に多く、 3層にも若干混入し

ており、中世～近世の土師器 (第6Cl図 -29・ 30)のほか

国産陶磁器 (第61図 -7,第 65図 -12～ 14)、 輸入陶磁
器 (第62図-14・ 28,第 63図 -37)が ある。

以上の状況を総合すると、近世末、何らかの原因で直

径 2mほ どの部分的陥没が起こり、地下式横穴墓も巻き

込んだ。アカホヤ塊の隙間から黒色土や土器片なども流

入した。第 2層上面が旧地表面に近いと思われるが、こ

の凹みに第 1層が埋まっているのである。

よって当該落ち込みは、人為的掘り込みではなく、自

然陥没坑の凹みであると断定する。

SK-108・ 109(図 版36)

当初、調査区内では SK-108の大部分と109の一部を

検出したが、地下式横穴墓である可能性があり、北側を

拡張した。

SK-108は長さ1.10m、 幅0.66mの紡錘形で、北西

部は 2段掘り、深さは10～35cmを測る。北東部は SK

-109に肖Jら才tる。

SK-109は 1辺 1,7～1.8mの隅丸方形を呈し、深さ

は 5～15cmの浅い土坑である。

SK-108の埋土から中世の土師器片が出土 したが、

機能は不粥である。

SZ-04(図 版38)

1.7～ 1.8m四方、深さ0.7～0.8mの土坑で、礫混じり

の黒色上が埋まっている。埋土から近世の上器片や石臼

片などが出上している。

SZ-09(図 版38)

1辺が1.8～ 2.6mの不正方形で、深さ0。 90mの上坑で

|

―
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第26図  ST-3022 遺構実測図

-40-



ある。埋土は礫混じりの暗灰色系の上で、近世の陶磁器

や砥石、鈍 (第72図 -1)な どが出土した。

その他の出土遺物

柱穴や土坑から様々な遺物が出上している。

土師器 (第60図,表 10)

地下式横穴墓の竪坑や崩落した天丼の上の埋土から壷

や長頸壺、甕、高杯が出土しており (1～ 3, 5, 6,

33)、 墳丘祭祀に用いられた土器と思われる。

中世～近世の不や碗、皿も多く出土している。これら

は糸切り底のものが多い。中には墨書土器が 1点 (32)

あるが、文字の判読は困難である。

須恵器 (第64図,表 8)

壺や甕の胴部の破片は30点余り出土しているが、回縁

部や底部は少ない。

2の雰蓋は、地下式横穴墓の墳丘祭祀に伴う遺物と思

われる。

中世国産陶器 (第61図 -2, 4, 5, 7～ 9,表 9)

濤状遺構や SZ-11、 柱穴、遺物包合層から、主とし

て備前焼の招鉢が出土している。そのほとんどは、使用

による摩滅が著しい。

近世国産陶器 (第65-7～ 27,66図 -28～髄,表12。 13)

16世紀末～19世紀にかけての、肥前、肥前糸、唐津、

薩摩、南九州産の陶磁器が豊富に出土している。

輸入陶磁器 (862図-9～ 18,拗～31,63図 -32～ 46,表 11)

60点余りの破片が出土した。白磁は 1点のみ (10)で

14～16世紀前半の青磁、15世紀末～17世紀前半の染付が

出土している。

石器・石製品 (第68。 69図,表 14・ 15)

近世の砥石のほか、擦痕のある軽石、石臼が出上して

いる。砥石には砂岩製 (粗砥～中砥)、 硬砂岩製 (中砥

～仕上げ)、 泥岩・粘板岩製 (仕上げ)がある。

金属製品 (第72図 -2～ 6,表16)

器種・用途が判る遺物のみ図化している。近世の上坑

や柱穴からキセルや鎌先が出土している。

小結

縄文～弥生時代には、調査区の南の微高地に集落が営

まれていたことが推定される。

古墳時代後期には地下式横穴墓群が構築され、墓域と

なった。検出した遺構全てが、アカホヤ塊で羨門を閉塞

する平入り両裾タイプであり、同一集団の墓であること
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が判明した。副葬品も豊富である。

墳墓群の廃絶後、 7～800年の断絶を経て、集落が立

地する。以後、幕末まで途切れることなく居住地となっ

ている。

6.地主原A地区

地下式横穴墓の分布域であることから、道路と水路の

施工範囲を調査対象とした。

調査の結果、柱穴約350、 土坑25、 濤 7、 竪穴遺構 1

(SA-01)な どを検出した。

SA-01(第 59図 ,図版41)

調査区の東端で検出、長さ6.4m、 幅3.7～4.Omの長

方形を呈し、深さは12～ 15cmである。柱穴は規則的で

はなく、深さも一定していない。床面中央部から東側に

は幅0.80m、 深さ0.30mの排水濤があり、屋外へは北向

きに屈折する。

埋土や床面からは陶磁器やガラス瓶 (第67図 -81～84)

などが出上し、明治～大正期の遺構といえる。

SB-01

調査区の幅が狭いために建物跡の復元が困難であるが

唯一、柱穴が等間隔に並ぶ遺構である。柱間は 2間×8

間と思われるが、欠落する所もある。南の桁は 1～ 2回

の建て替えがあり、冊列として単独で存在していた可能

性もある。

出土遺物

近世～近現代の遺物が多いものの、土師器 (第73図 )

や輸入陶磁器 (第鶴図-47・ 48)、 国産陶磁器 (367図)、

金属製品 (第74図 )、 石器 (第75図)がある (表10・ 13・

17)。

小結

当該地域は、中世後半に開拓が始まり、居住地となっ

て大正期まで続いた集落跡である。

現在、調査区の北に接する民家は居を構えて 3代 日で

あり、少なくとも近年50年は、当調査区は水田であった

という話を聞いており、調査成果と矛盾しない。

7.地主原 B地区 (図版43)

地下式横穴墓の分布域であることから表土票!ぎを実施

したが、確認されなかった。念のため 2本の試掘濤を設

定した。Ⅲ層は60cmも の厚さがあり、その上面から掘

り込む濤状遺構 (SD-21)を検出した。幅は2.6m、

深さは0,90mで直線的。出土遺物は無い。

-43-
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第35図  ST-4002 遺構実測図



第36図  ST-4003 遺構実測図
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第37図  ST-4004 遺構実測図
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第39図  ST-4006 遺構実測図
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第41図  ST-4008 遺構実測図
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第42図  ST-4009 遺構実測図
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第44図  ST-4012 遺構実測図
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第57図  SZ-13 遺構実測図
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第67図 調査区出上 国産陶磁器
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Ⅳ。まとめ
広範囲でしかも部分的な調査であったが、土地利用の

変遷を追うことができる。

縄文時代

早期、短期間であるが、微高地に居住した痕跡がある。

晩期にも居住し、合地南縁の最低段丘で農耕を始めた可

能性がある。

弥生時代

中期末～後期初頭の一時期、微高地の居住していた可

能性がある。

古墳時代 (表 2・ 3)

蕨A地区のような木棺墓や木蓋残墓、板石積石室墓は

存在せず、地下式横穴墓と土墳墓が発見された。

蕨C地区の地下式横穴墓の主軸は、ほとんどが北寄り

で、蕨A・ B地区と同じ集団の墳墓といえる。地下式横

穴墓の祖型と推定される横口式上墳墓の糸譜をひく墳墓

としてST-3004と 3007が あげられる。年代等を示す遺

物は出土していないが、玄室が上から掘り込まれている

ことは確実でいわゆる地下式横穴墓との過渡的なタイプ

ではないかと推測する。竪坑の閉塞型態は 2つのタイプ

があり、竪坑上部閉塞タイプのほうが多く分布し、羨門

閉塞タイプは分散している。両者は直径10mほ どの占有

地を持ち、優劣は認められない。しかし、副葬品に限っ

てみれば、羨門閉塞タイプには、副葬品は全く無い。こ

の傾向は蕨A・ B地区でも同様、副葬品に乏しい。玄室

は全て平入り両袖で、橋円形を呈するものが多い。冨J葬

品の内容と玄室の規模に相関関係は無く、身分差は、副

葬品の質 。量によって表されている。また、中世まで墳

丘が遺存していたと思われるST-3009、 3013、 3014、

3020の ように築造後に墳丘を有する墳墓と、ST-3012

のように墳丘を持ちえなかった墳墓がある。こういった

事例は、広畑遺跡 (芋畑地下式横穴群)の調査でもみら

れた。副葬品からみると、主として5世紀末～ 6世紀前

半に築造されたと思われるが、主軸方位と鉄鏃の変遷と

の関係など、残された課題も多い。

久見迫B地区の地下式横穴墓群は状況が異なる。当地

区の墳墓は、全て、羨門をアカホヤ塊で閉塞する平入り

両袖楕円形タイプで、玄室の規模も格差が少ない。竪坑

のほとんどはD字型を呈し、その直線部側に羨道が設け

られる。主軸方位にも統一性は無く、近接する墳墓もみ

られ、直径数m程度 (目印程度)の墳丘を持っていたこ

とが推測される。反面、ほとんどの墳墓に副葬品があり、

鉄鏃の多さが日立つ。 ST-4011か ら轡が出土している

が、久見迫A地区でも轡や雲珠、鐘が出土しており、当

地域の特徴を示している。構築時期は6世紀代に納まり、

地下式横穴墓を築造した最後の集団の墳墓といえる。

久見迫B地区では、轡を副葬した土墳墓が 2基検出さ

れたが、土墳墓としては異常に深い。かつて久見迫A地

区では、馬の歯と轡が出上した土坑が確認されており、

B地区の遺構も、馬の頭を埋葬した祭祀土坑ではないか

と推測さヤ化る。

中期以降 (第76図 )

微高地となっている試掘濤Cl拡張区周辺や久見迫B

地区東半部に人々が居住し始め、合地が開墾されていく。

初期は、旧地形に沿って畦畔や水路が築かれるため、彎

曲した水路が多い。中頃になると、計画的な直線的田畝

が築かれ、条里的景観へと変わる。以後、区画方位は変

動しつつも、方形区画を保つ。また、当時の主要道でも

ある石敷道路も整備される。

近世後半には、ほぼ東西―南北の田畝に改築され、現

在に至る地点もある。

出土遺物は豊富であるが、濤状遺構に伴うものが少な

く、年代を確定し難い。遺物からみれば、弥生時代前期。

後期および 7～ 8世紀代に断絶がある。当該期は、おそ

らく、川内川の氾濫が緩やかだったために、集落も氾濫

原へ下りて生業していたと推測される。平安時代以降氾

濫が激しくなり、集落は高位段丘にまで築かれる。低位

段丘は必然的に開墾せざるをえなくなり、細々と耕作さ

れる。上江―池島地区は水が無い所であるために墓域と

なっていたので、耕地化するには水を引くことが先決で

あったと思われるが、大規模な土木工事をしていない中

世中頃までは陸稲を含む畑作が中心だったのではないか

と推測される。

19世紀、洪水が山城の崖を削ったという記録も残って

おり、氾濫原での耕作は長続きしなからたことが伺える。

古代～中世にかけての官道は、原田―上江―池島地区

の現在の県道が踏襲していると推測されるが、蕨C地区

の石敷道路は中世の官道であると思われ、調査の意義は

大きい。

註

(1)え びの市教育委員会『広畑遺跡』1991
(2) 石‖恒太郎「久見迫遺跡」『九州縦貫自動車道埋蔵文化財調査報告(1)」 宮崎県教育委員会19η

(3)『えびの市史』えびの市 1994
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表 2 蕨 C地区 地下式横穴墓一覧表
パ ＼ 閉  塞 閉 塞 材 玄 室 プ ラ ン

阪葬者数

`Itヤ
ゝ 備 考 主  軸 旧番号

竪坑上部 板 石 ? 未掘 N15° Vヽ

竪抗上部 板 石 ? 未掘 N4° W

沃  F] 板 石 ? 未掘 N10° W

羨   門 板 石 ? 未掘 僚日式糸? S75° W 3022

堅坑上部? 板 石 ? 未掘 3023

3006 竪坑上部 板 石 ? 未掘 N2° E

羨   門 板 石 平入り 両裾 台形 横日式糸 N10° W

羨   門 板 未掘 N 3016

竪坑上部 板 石 平入り 両裾 楕円形 152 196 (■ 0) 柄 N20° W 3003

3010 羨   門 板 石 平入り 両裾 隅丸台形 N5° E

竪坑上部 板 石  ? 未掘 3036

3012 竪坑上部 板 石 未掘

竪坑上部 板 石 ? 平入り 両裾 楕円形 120 200 80 2 1 (2) 床面の一部に赤色顔料 N8° E

竪坑上部 板 石 ? 平入り 両裾 楕円形 146 216 2 疱1 2 N4° E

3015 竪坑上部 板 石 平入り 両裾 楕円形 226 102 N2° E 3007

竪坑上部 板石 '円礫 平入り 両裾 楕円形 1 l 6 1 N10° Vヽ 3006

羨   門 板 石 平入り 両裾 楕円形 168 追葬痕あり N10° E

竪坑上部 板 石 ? 平入り 両裾 楕円形 ] 5 (1) 主軸が掘折 N5° E

竪坑上部 板 石 平入り 両裾 楕円形 120 (側 ) N3° E

3020 竪坑上部 板 石 平入り 両裾 楕円形 120 190 (1∞ ) l N39° Vヽ

竪坑上部 板 石 ? 未掘

3022 竪坑上部 板 石 ? 平入り 両裾 楕円形 N8° W

( )は推定
表 3 久見迫 B地区 地下式横穴墓一覧表
添＼ 開  塞 閉 塞 材 玄 室 プ ラ ン

阪 葬 者 霧
(推牢 ) 備 考 主  軸 旧番号

羨   門 ア カホ ヤ塊 平入 り 両裾 楕円形 ( (280) 1 風倒木痕に撹乱 N36° E 3035

羨   門 ア カ ホ ヤ 塊 平入 り 両裾 楕円形 6 1 (2^ψ3) N5° W 3034

羨   門 ア カ ホ ヤ 塊 平入 り 両裾 楕 円形 3 主軸が掘折 N2° W 3033

羨   門 ア カホ ヤ 塊 平入 り 両裾 略方形 1 1 1 (3) N17° W 3032

羨   門 ア カホ ヤ 塊 平入 り 両裾 楕円形 206 (30) 1 2 (2～ 3) 主軸が掘折 N8° E 3030

羨   門 ア カホ ヤ 塊 平入 り 両裾 楕円形 (240) 2 (2-3) N31° E 3026

羨   門 ア カ ホ ヤ 塊 未 掘 南南西 3031

羨   門 ア カ ホ ヤ 塊 平入 り 両裾 楕 円形 230 5 (2-3) S35° E 3029

羨   門 ア カ ホ ヤ 塊 平入 り 両裾 楕円形 249 (llXl) 9 S87° W 3028

羨 門 ? アカホヤ塊 ? 平入 り?両 裾?楕 円形 220 (1∞ ) 1 大部分が削失 N― E 3027

羨   門 アカホヤ塊1円躁 平入 り 両裾 惰円形 204 1 1 (2^ψ3) S29° E 3001

羨   門 ア カ ホ ヤ 塊 平入 り 両裾 楕円形 208 N53° E

羨   門 ア カ ホ ヤ 塊 平入 り 両裾 楕円形 (200) N68° E 3018

表 4 蕨 C地区 地下式横穴墓出土遺物一覧表
番 号 出土遺構 種  類 現存長cn 刃 部 長 番 号 出土遺構 種  類 現存長cm 刃 部 長 番 号 出土遺構 種  類 現存長cm 刃 部 長

1
ST-3013 鉄 鉄 ST-3014 鉄 鏃 1 0 20C ST-3016 鉄 鏃

2 20D 鉾 25 2 12 6

3 不 明 21A ST-3018 鉄 鏃

刀 子 1.4 1 0 21B 7 6

5 ST-3014 鉄 鏃 2 3 鈍 21C 10.0

6 1 5 ST-3016 鉄 鏃 11 8 5 2

7 1 7 18A

8 18B 10 2 2r4 /Jヽ 資」 25.4 18.8

9 15 7 2 7 10 6 ST-31X19 小刀柄 5 2

20A 4,7 (44) 26

20B ST-3020 刀 子 7 2 (40)
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表 5 久見迫 B地区 地下式横穴墓出土遺物一覧表
番 号 出土遺構 種  類 現 存 長 刃部長
弔46区
1
ST-4CXll 鉄 鏃 5 6 3 6

2A 8 4 4 4

2B 8 0 2 0

4 2

4 刀 子 17 9 (9 7)

鉄 鏃 4 8 2 8

8 9 3 3

7A 5 2 2.5

5 3 2 4

4 6 2 6

8A 6 7 3 2

5 2 2 2

8C 5 8 2 7

8D 5 9 3 0

8 7 3 0

9A 7 0 2,0

7.6 3 5

9C 13 7 4.0

9D 5 0

9E 14 0 3 8

9F 5 4

6 2

1 4 7

2 4 2

3 4 2

4 5 0

5 5.9

3 1

8.7 3 2

2,9

2.2

2 9

ST-4CX12 13 9 4 9

15 0 1 7

8 0 2 0

6 6

7 8 3 8

刀 子 7 9 (3 0)

鉄 鏃 5 8

ST-4a13 14 0 6.1

14.7 1 2

19,3 1 8

刀 子 6 2 (2.0)

8 5 (4,0)

謂合I ST-4004 鉄 鏃 13.3 2.6

鉄 鏃 14.6 4.2

12 6 2 7

12.6 (3 8)

5 5 2.0

16.2 3.2

7 0 3 2

6.5

番 号 出土遺構 種  類 現 存 長 刃部長

ST-4004 鉄 鏃 8 8 1 5

9 0

9 2

9 0

45A 7 9

45B 16 6 2 4

46A 15 0

4 6 4 0

17 3 2 1

3 1

11 5

19 9 2 4

17 8 2 2

7 9

6 7

刀 子 14 9 9 0

小 刀 23 4 17 4

轡 10 5

ST-4008 刀 子 8 8 4 9

鉄 鏃 14 9 1 6

13 9 0 4

16 1 1 7

14 8

11 8 (4 0)

ST-4010 14 1 12,0

暑を必ピST-4005 8 9 1 9

15 8 1 0

12 7 1 1

10 9 2.6

10 4 2.4

8 0 3 0

70A 10 9 2 2

70B 8 4 3 2

71A 13 2

71B 2 9

12.2

11 2

10 5

9 2

刀 子 15 4 9 4

鉄 鏃 5 0

3.8

7 9

刀 子 7 0 (13)

81A ST-4006 鉄 鏃 7.2

7 9

82A 14 3 1 2

82B 13.5 1 9

17 6 2 5

82D 10 6

16 3 3 4

16 4 1 4

番 号 出土遺構 種  類 現 存 長 刃部長

83A ST-4a16 鉄 鏃 13 6 1 4

13 9 1 3

17 2 1 0

15 1 1 1

16 6 1 7

16 6 1 6

12 1 2 0

11 4 1 8

13 4 0 5

11 5 1 2

13 0

刀 子 9 9 (5 8)

8 9 (3 2)

鉄 鏃 11 2

ST-4∞9 7 6 7 6

8 9 4 6

98A 8 6 1 7

98B 3 2 2 0

99A 4 2 1 0

99B 14 0 1 2

3 1 1 9

3 9 1 6

4.4 1 0

4 3

6 0

6 3

刀 子 8 0 (5 3)

6 3 (1 7)

鉄 鏃 8 9

8 1

8 1

13 7

率4g
,11 ST-4011 11 0 2 4

11.0 (2.4)

4 4 2 7

5 3.8

6 12_8 2 9

5,9 5 9

8 4.4

4.0 0 1

7 0

12 2

122A 12 5 3 2

122B 11 2 3 4

4 4 4 4

Jヽ 刀 16 6

轡 27 2

叶 ST-4CX15 70 4 55 2

ST-41X11 大 刀 88 0 78 0

ST-4004 48 2 38 4)

ST-3014 46 8 39 8

ST-3016 44 0

ST-3014 70 0 57 8
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表 6 ST-4011西 側土器群 観察表

表 7 SK-104出 土遺物 観察表

表 9 調査区出土 中世国産陶器 観察表

番  号 器  種
法 量
(口 径 )

調 整

内 面 外 面

色 調

内  面 1外  面
焼  成 胎 土

図５５
１
第

霊 ナデ ナデ 黄褐 淡黄灰 ややあまい ～ 2ミ リの砂粒 多量

2 一霊 ナ デ ナデ 淡黄褐 淡黄褐 ややあまい ～ 2ミ リの砂粒 多量

3 甕 18 2 ナ デ ナ デ 淡灰褐 淡灰褐 あまい り前後の砂粒 多量

4 甕 ナデ タテハケ 淡黄褐 暗茶灰 良 ミリ前後の砂粒 少量、黒雲母微量

5 甕 ナデ ナ デ 淡責褐 淡黄褐 良好 り前後の砂粒 微量

6 甕 34 6 摩 滅 摩 減 明褐～淡黄褐 明褐～談黄褐 あまい ～ 3ミ リの砂粒 。クサリ礫 少量

7 甕 ? 摩 滅 摩 滅 淡褐 桃黄 ややあまい ミリ前後の砂粒 多量

8 甕 15～ 20 摩 滅 摩 滅 淡黄褐 淡黄褐 ややあまい ミリ前後の砂粒 多量

9 ｝里 摩 滅 摩 減 淡灰褐 明褐 あまい ～ 2ミ リの砂粒 多量

一望 同心円タタキ タタキ→ハケ 淡灰 淡茶灰～淡灰 ややあまい ～ 2ミ リの砂粒 微量

番 号 品  種
法   量 (cm)

日 径 1底 径 1高 さ

調 整

内 面 1外 面 1底 部

色 調

内 面 外 面
焼  成 胎  土 備 考

第平凶 皿 11 5 ナ デ ナ デ 糸切り 淡黄白 淡黄白 良 精良

2 皿 ナデ ナ デ 糸切り 淡黄白 淡黄白 良好 精良

8 をヽ 皿 12 ナデ ナデ 糸切り 淡黄白 淡黄白 良 精良

4 小 皿 ナ デ ナ デ 糸切り 淡黒灰 暗灰褐 良 精良 灯明皿転用

5 小 皿 ナデ ナデ 糸切り 淡黄褐 淡黄褐 良 精良

表 8 調査区出土 須恵器 観察表

番 号 出 土 地  遺 構 器  種
法 量

(口 径 )

調 整

内 面 外 面

色 調

内 面 外 面
焼  成 胎 土

弟平凶 試掘 濤 F付 近表採 杯 身 ナデ
ヨコナテ
ケズリ 暗灰掲 暗灰褐 堅級 精 良

2 久見迫 B SZ-11 杯蓋 ヨコナデ ヨコナデ 淡灰 淡灰 良好 精 良

3 Dl拡張図 SK103横 一笠 ナデ 懐 ぅ万琴ェ 灰～暗灰 淡灰 堅緻 1ミ リ前後の砂粒 微量

4 蕨 C-2 SZ-04 一生 22 6 ヨコナデ。ナデ ヨコナデ 淡灰 淡青灰 堅緻 1～ 2ミ リの砂粒 微量

5 久見迫B-4東 端SD 士笠 22 2
ヨコナテ ヨコケテ

淡灰～灰 淡灰 堅級 精 良

6 蕨 C-2 SZ-04 士望 ナデ ナ デ 淡灰 淡青灰 堅緻 1～ 2ミ リの砂粒 微量

番 号 出土地 遺構 器 種
法  量 (cm)
日 径 1底 径 1高 さ

色 調

内 面 1外 面 月台 土
焼 成 胎 土 備 考

引区蕨C SD-41 甕 暗赤褐 暗赤橙 暗灰褐 堅緻 1～ 2ミ リの砂粒少量 常滑焼、日緑部内面と体部外面に淡緑灰色自然剤

2 久見迫B-4東端SD 招 鉢 И 8 囀 腰誹部鼠淡灰、暗赤褐 堅緻 1ミ リ前後の砂粒少量 備前焼、使用による著しい摩滅

3 31拡張区 排土 招鉢 鍼 騒 費褐～笹黄 艮 1～ 3ミ リの砂粒多畳 備前焼、使用による著しい摩滅

4 久見迫B-4東端 SE 招鉢 228 上半:炊務
下半:陪灰君～服

阿
轍 暗茶褐 堅緻 ～ 2 りの砂粒少量 備前焼、使用による著しい摩滅、日唇部に自然釉

5 久見迫B PP-550 招鉢 3118 綿
日稼i悟索褐
体1暗秦協～催耗

暗茶灰 堅級 精良 備前焼

6 醐 濤Gl SD 招鉢 茶灰～淡貨灰 暗灰～淡茶構 灰～淡黄掲 堅緻 1～ 2ミ リの砂粒微量 備前焼、使用による著しい摩減

7 久見迫B SZ-13 霊 12～13 酪 暗茶褐 堅緻 I～ 2ミ リの砂粒少量 備前焼、使用による著しい摩滅

8 久見迫BM-11 招鉢 翻
轍

酪 灰～淡灰 堅緻 精良 備前焼、使用による磨滅あり

9 久見迫B SZ-11 甕 暗灰～灰 青灰～淡灰 青灰 良好 t～ 5ミ リの砂粒多い
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表10 久見迫 B地区出土 土師器 観察表

番 号 出土 遺構 器  種
法  量 (cm)
口 径 1底 径 1高 さ

調 整

内  面 1外  面 1底  部

色 調

内  面 1外  面
焼  成 胎 土

奉
∵
区 3T-4018
玄室埋土 甕 ナデ ナデ 淡茶 灰 黄 掲 0やあまし 1～ 2ミ リの砂粒 多量

2
'-4010
坑埋 土

士霊 ナデ ナデ 暗灰 淡黄 褐 良 1～ 2ミ リの石英粒 多量

3
3T-4008
宏室埋土 長顕壷 ナデ ヘラミガキ 淡茶 灰 橙 褐 良好 精 良

PP-1153 手握ね 指頭ナデ 指頭押圧 黒掲 黄褐 0やあまヤ 1～ 2ミ リの石英粒 多量

5
づ1--401Jイ
女勢 キ 甕 ナデ ナデ 淡桃 黄 淡桃黄 0やあまヤ

～ 2ミ リの砂粒 多量
ミリ前後の赤褐色粒 少量

6 ヂ室 爆 + 高杯 ナデ
ナテ
指頭押圧 明桃褐 灰褐 良 1ミ リ前後 の砂粒 少量

7 PP-822 /」 lヽⅢ ナデ ナ デ 糸切 り 淡茶褐 暗灰～黒灰 0やあまヤ 精 良

8 PP-496 /1ヽ皿 ナデ ナ デ 糸切 り 蹄 贈 良好 精 良

9 PP-484 杯 ナデ ナ デ 淡茶褐 淡茶褐 良 精 良

PP-1030 皿 ナデ ナ デ 糸切 り 黄褐 黄 褐 あまい 精 良

PP-322 小芥 ナデ ナデ 糸切 り 淡黄褐 淡黄褐 ややあまし精 良

PP-885 林 ナデ ナデ 淡黄褐 淡黄 褐 ややあま予 精 良

PP-783 杯 6.0 ナデ ナデ 糸切 り 淡黄褐 淡黄褐 良 精 良

PP-819 杯 ナデ ナデ 軸 淡黄 褐 淡黄 褐 eやあまヤ 精 良

SD-65 杯 ナデ ナデ 糸切 り 淡灰 褐 淡灰褐 あまい 精 良

PP-787 芥 ナデ ナデ 糸切 り 淡桃黄 淡黄褐 良 精 良

PP-235 杯 ナデ ナ デ 糸切 り 淡黄白 淡黄白 良 精 良

PP-486 必 ナデ ナ デ 糸切 り 淡黄白 淡黄 白 良 精 良

PP-200 小杯 62 ナデ ナ デ 糸切 り 靭 量
淡 灰 褐
～ 淮 黒 灰 あまい 精 良

20 玄室 耀 + 郭 ナデ ナ デ 糸切 り 淡茶灰 淡茶褐 ややあまV 精 良

'P-1146
不 ナデ ナ デ 魏 淡灰黄 淡灰黄 ややあまヤ精 良

PP-738 杯 ナデ ナデ 糸切 り 淡黄褐 明褐 良 精 良

PP-752 ネ ナデ ナ デ 糸切 り 淡褐 淡褐 良 精 良

И 武覇E平壽Fl PP 杯 ナデ ナデ 蜂警霧
淡灰 ～
灰褐 良 精 良

PP-319 堺 ナデ ナデ 淡黄白 淡黄白 0やあま↓精 良

26 力勤 キ 皿 ナデ ナデ 明褐 淡茶 褐 や゙あまヤ精 良

27 PP-486 皿 ナデ ナ デ
淡 黒 炊
二 次 加 熱 淡茶褐 良 精 良

23 PP-706 婉 ナデ ナデ ヘラ切り 称 陥 良好 精 良

29 3Z-13 杯 ナデ ナデ 糸切 り 灰～灰褐 嘲 火 ～
盗 呈 燿 ややあまヽ 精 良

30 3Z-13 杯 ナデ ナデ 勅 耕 雛 ややあまヤ精 良

PP-281 土鍋 ? 22 2 ヨコナデ ヨコナデ 淡灰白 淡 茶 褐 ～
渉 黒 梱 良好 精 良

3Z-10 皿 (10 6) (3.1) ナデ ナデ 糸切 り 淡 茶灰 淡茶褐 ややあまヤ精 良

Z子
「
〕里―ト 甕 27 6 ハケ、ナデ ハケ、ナデ 淡黄褐 淡 灰 褐

～ 淡 灰 良
1ミ リ未満 の砂粒・ 黒 ウンモ

M 3Z-11 堂 動 軸 淡黄 褐 淡黄褐
1ミ リッ争?礫瑶多ψ

3Z-11 士霊 9,0 ナデ 動 暗灰 淡橙褐 ややあまし 1ミ リ前後 の砂粒 多量

36 SZ-11 不 ナデ ナデ 芳ヾ 刀り 淡茶 褐 淡茶褐 良好 精 良

SZ-11 杯 ナブ ナデ ヘ ラ切 り
淡 桃 自～
淡 音 白

淡 桃 自～
沸 音 白 良 精 良

38 】Z-11 不 ナデ ナデ 糸切 り 絲 躍繁 精 良

39 】Z-11 甕 ナデ ナデ 淡黒灰 淡黄褐 良
1ミ リ前後 の砂粒 多い
1ミ リ未満 の赤褐色粒 少量

40 】Z-11 不 ナデ ナデ 動 淡獲 白 淡笹 白 精 良

】Z-11 杯 ナデ ナ デ ヘ ラ切 り 淡灰 白 淡灰白 良 1ミ リ前後 の砂粒 微量

3Z― J 小皿 ナデ ナデ 糸切 り 淡 灰 淡灰 白 精 良

43 3Z-11 小杯 ナデ ナ デ 淡黄灰 淡黄灰 ややあまヤ精 良

型 3Z-11 小芥 ナデ ナデ 胎 淡灰褐 良 1ミ リ前 後 の砂粒 少量

45 3Z-11 小杯 ナデ ナデ 糸切 り 淡褐 淡褐 良 精 良
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表11 調査区出土 輸入陶磁器 観察表

番 号 出土地・ 遺構 種 類 。器 種
法  量 (cm)
日 径 1低 径 1高 さ

色 調

紬  色 1露  胎  胎  土
調整 。技法・文様 年   代

弟 31拡張区 Ⅲ層 青磁 碗 オリーブ灰 淡灰白 14世紀末～15世糸E

蕨C SD-41 青磁 碗 オリープ灰 淡灰白 剣先蓮弁 15中～16前

蕨C ST-3007 青磁 稜花型皿 オリープ灰 淡灰～淡灰白 15中～16前

4 蕨C-3 南東端SD 白磁 碗 乎し白 淡灰白 12-ヤ 14

蕨C-2 111層 青磁 碗 稼隊働
～淋 序

見込み

詈付 き～外 底
暗桃褐 二次的被火 15-16

蕨C-3 SD 青弦 碗 オリーブ灰 淡灰白 14後～15前

7 蕨C-3 SD 青磁 碗 オリープ灰 淡灰白 14後～15前

試掘濤D2 SD-24 青磁 碗 66 オリーブ灰 外底 淡灰白

久見迫B SZ-11 青磁 瓶 オリープ灰 淡灰白 鶏為文陽刻 14後～15前

久見迫B PP-280 白磁 皿 乳白 白 16後～17前

久見迫B ST-4004 青磁 稜花型皿 122 淡緑灰 灰～淡灰 15中 ～16前

久見迫B SZ-04 青磁 稜花型皿 オリーブ灰 淡灰 15中～16前

久見迫B 排土 青磁 稜花型皿 68 オリープ灰 外底 淡灰 15後～16前

14 久見迫B SZ-13 青磁 小皿 オリーブ灰 淡灰白 14後～15前

久見迫B H層 青磁 碗 オリーブ灰 淡灰白 14後～15前

久見迫B PP-810 青磁 碗 淡緑灰 淡灰白 連弁 15後～16前

久見迫B PP-941 青磁 碗 淡緑灰 淡灰 剣先蓮弁 15中～16前

久見迫 B PP-318 青磁 碗 汝灰
尚営～
外 眸 淡灰白 底に柳殻痕 14後 ～15前

地主原B-1 排土 青磁 碗 暗緑灰 淡灰 14後～15前

釣 久見迫B PP-300 青磁 碗 淡オリーブ灰 淡灰自 雷文帯 印花文 15後～16前

久見迫B PP-934 青磁 稜花型皿 緑灰 暮織 は 淡灰 印花文 15～ 16前

22 久見迫B PP-939 青磁 碗 灰緑
畳何こ
～か虐

検黄日～
溢着辰 印花文 15末～16

23 久見迫B SD-64 青磁 碗 淡オリーブ灰 外底 淡灰白 印花文 14末～15

塾 久見迫B 排土 青磁 碗 オリーブ灰 畳付遷
～少底

淡灰白 ヘラ描印花文 14後～15前

25 久見迫B PP-1014 青磁 碗 緑灰 外底 瞥痕整膨 印花文 14末～15

% 久見迫B SD-64 青磁 皿 オリーブ灰 畳付ヱ
卜廣 淡灰自 14末～15

27 久見迫B PP-300 青磁 碗 72 オリープ灰 淡灰自 14後～15前

28 久見迫B SZ-13 青磁 碗 淡灰オリープ
畳付
卜底 淡灰 15～ 16前

29 久見迫B SZ― ■ 青磁 碗 オリーブ灰 外底
1ズ

準娯黄
“

花文 14後～15前

30 久見迫B PP-190 青磁 皿 オリーブ灰 淡灰白 +底に胎土目積み 14後～15前

久見迫 B SZ-08 青磁 皿 オリーブ灰 見込み 淡灰白 易亥J 14後～15前

率
筋
図久見迫 B I～ H層 染付 小皿 淡青白 畳付き き笥底 15末～16中

33 久見迫B PP-281 染付 皿 乳自 畳付き 白 【取獅子 16前 ～中

34 久見迫B PP-912 染付 碗 淡青白 15末～16中

3b 久見迫 B SZ-08 染付 皿 淡青白 淡灰白 【取獅子 15末～16中

36 久見迫B-4東端SD 染付 皿 淡青白 畳付き 16前 ～中

V 久見迫 SZ-13 染付 碗 乳白
畳付遭
～少底

白 16末～17前

38 久見迫B 排土 染付 碗 淡灰白
宣 何

底
16後～17前

39 久見追B PP-803 染付 皿 乳白 淡灰白 懸笥底 16後

40 久見迫 B SZ― ■ 染付 碗 平と自 淡灰白 16前～中

4 久見迫B PP-814 染付 皿 14.4 5.5 淡灰白 淡灰白 16末 ～17初

42 久見迫B PP-821 染付 碗 白 淡灰白 16末～17初

43 久見迫B PP― ■0 染付 碗 乳白 白

型 久見迫 B PP-947 染付 碗 乳白～淡灰白 16末～17前

も 試掘濤」2 SD 染付 皿 淡緑灰 畳 何

卜底 淡黄白 佑付高合、焼成あま� 16後～17前

46 試掘濤 12 SD-37 染付 皿 淡灰白 畳付き 淡灰白 16後～17前

47 地主原A PP-326 青磁 碗 オリーブ灰 淡灰白 ミ」先鏑蓮弁 13ヽヤ14

48 地主原A PP-014 青磁 碗 淡緑灰
校k～
泌圧白 ミ」先蓮弁 15末～16
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表12 調査区出土 国産陶磁器 観察表(1)

番  号 出土 地・ 遺 構 種類 。器種
法    量 (cm) 色 調

調整・ 技法 。文様 。その他 年   代
日 径 底 径 高  さ 釉  色 露  胎 胎  土

第守凶試掘濤A SD-24 唐津 刷毛目徳利 暗 褐 淡 灰 淡茶灰 二次被熱 17世 紀

2 試掘濤A SD―泌 摩摩? 碗 白

茶

切

外

ハ 淡乳 白

3 蕨C ST-3∞ 8 南九州 挽 茶 褐 畳付 き 淡 灰 蛇ノロ釉崇」ぎ 18後 ～幕末

4 試掘濤Cl拡張区 薩摩 皿 汝黄 白 淡灰 白

5 試掘濤Cl拡張区 薩摩 塊 暗緑灰
翌何き～外活
暗赤暢

暗赤褐 蛇ノロ釉ま」ぎ

6 蕨C ST-3CD8 薩摩 甕 外:狭～暗状
肉:泌圧者 茶褐・ 灰

7 久見迫B SZ―■ 唐津 鉄絵婉 6.2 淡灰 白
淡橙黄～

責褐
淡責褐 1530-1610

久見迫B SZ―■ 肥前か 塊 淡緑 白 畳付 き 淡責 白 一削

久見迫 B SZ―■ 薩摩 招鉢 暗茶褐
底
茶
外
暗 灰～淡灰 17後～18

久見迫B SZ-11 肥前糸 染付大ll 淡灰 白
畳付 き
子L白

乎L白

久見迫B SZ-11 初期薩摩 招鉢 茶 褐 淡灰 。暗灰 タタキ整形、外底に貝痕、串木野周辺 単剛

久見迫B SZ-13 南九州 碗 責 褐 淡 灰 18後半～19

久見迫 B tSZ-13 薩摩 壺 暗茶褐
暗赤褐

明 灰 褐 十
陪 未 梱 17後～18

久見迫B SZ-13 薩摩 鉢 緑 灰 茶 褐 内外面に自然釉

久見迫 B H層 薩摩 招鉢 暗緑
口縁 内面
暗柴 阪 暗灰褐 18-19

試掘濤」2 SD 肥前茶 青磁 瓶 乳 白 /1‐底、内面 淡乳 白 18後～19前

試掘濤12 SD-37 薩摩? 碗 乳 自 白

試掘濤J2 肥前糸 染付碗 11.4 乳 白 談乳 白 18後～19初

試掘濤12 H層 南九州 碗 淡灰 畳付 き 淡灰 白 蛇ノロ釉棄Jぎ 18後～19

20 試掘濤12 SD-37 薩摩 染付碗 乳 白 乳 白 端反 り型

試掘濤12 SD-37 肥前糸 染付碗 要と自 乳 白 端反 り型 1820～ 幕末

試掘濤12 SD-37 南九州 婉 12.6 淡黄褐
明茶褐 蛇ノロ釉剣ぎ

試掘濤Fl 薩摩 甕 33.2 暗緑褐 赤 褐 17後～18

И 試掘濤Gl SD35 薩摩 招鉢 暗緑褐 着灰 、赤褐 18～幕末

試掘濤12 H層 薩摩 注目付土瓶 暗 褐 赤 褐 18～幕末

26 久見迫B PP-240 肥前系染付議付小壷 乳 白
回唇～

白 17後～ 18前

久見迫B PP-240 薩摩 鉢 26 8 82 外 :暗緑黄
内 謡 泌 書

口緑上面
橙黄 回緑上面に重ね焼き痕 17後～19前

舅零66鯰当
23 久見迫B PP-321 唐津 坑 淡緑灰

豆付き～外ほ
沸昔椙

16ラk-1610

"
久見迫B PP-253 唐津 娩 黒褐

外 底
灰 16ラk-1630

30 久見迫B I層 唐津 鉄釉坑 黒褐～
紫 灰 淡灰 ～灰 1600-ャ 1630

試掘濤1l H層 唐津 皿 淡灰 白 橙～橙褐 笹 褐 砂 目積み 1600-Ψ 1630

久見迫B PP-1012 唐津 皿 外1樹白
内:白～淡茶夢 泰

半

携

卜

”

白

線

外

昔 淡 黄 内面に砂 目 1600-ヤ 1630

久見迫B ST-41101 唐津 坑 夢L白 桃 褐 淡灰～桃褐 漆継ぎ痕 16末～ 17初

34 久見迫B SD―飩 肥前糸 皿 淡灰 畳付 き 淡灰 白 嬉野吉田窯 1650-ヤ 60

試掘濤12 H層 肥前 皿 乳 白 淡灰 白 嬉野吉田窯 1650-ヤ 604FTミ

36 試掘濤1l PP 肥前 染付徳利 淡灰 白 畳付 き 淡灰 自 嬉野吉田窪 1650-V60

久見迫B ST-4004 肥前 染付碗 淡灰 白 白 二次被熱 1630^シ 50

38 久見迫B PP-354 肥前 染付碗 乳 白 白 1650-70

久見迫 B PP-826 肥前係 染付碗 乳 白 白 17中

40 久見迫B PP-803 肥前 染付碗 淡灰 白 乎L白 1650-ヤ 60

久見迫B PP-881 唐津 皿 淡灰 白
外面下半 黄褐 ～

未拐 16末～17初

久見迫B H層 肥前 内野山窯皿 外 :淡緑 貢
胎土 目積み 17末

試掘濤Fl PP 肥前糸? 染付碗 淡黄 白 淡灰 白 17後

44 久見迫B PP-1∞ 薩摩? 碗 淡茶黄 畳付き 淡黄 白

試掘濤1l PP 肥前系 染付碗 淡灰 白 白 17中

46 試掘濤1l II層 肥前 青磁碗 淡緑 白 乳 白

久見迫B PP-797 肥前 内野山窯皿 緑僑
溢穆～溢灰

淡灰 白 17末～18初

48 久見迫 B PP-251 肥前 染付小杯 白 白 17後
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表13 調査区出土 国産陶磁器 観察表(2)

番 号 出 土 地 ・ 遺 構 種 類 器 種
法    量 (cm) 色 調

調整・技法 。文様 。その他 年   代
日 径 底 径 高  さ 釉  色 露  胎 胎  土

→ 久見迫B PP-241 肥前 染付小郭 平L自 畳付き 17後

久見迫B PP-251 肥前糸 染付小杯 淡灰白 畳付き 漆接合痕 17後～ 18前

久見迫B PP-235 肥前糸 染付碗 乳白 17後～18前

久見迫B SZ―∞ 唐津糸 招鉢 暗茶褐 完黄～淡黄栞 淡黄褐 一削

久見迫B SK-108 南九州 飯器 外 :茶褐
内 :明茶褐

外居
淡黄白

久見迫B PP-321 肥前糸青磁香炉 77 炎緑灰～淡, 淡灰白

久見迫B PP-213 南九州 坊 音茶褐～黒碧
畳付き
渉昔褐 蛇ノロ釉家Jぎ 17後～18初

久見迫B PP-867 南九州 坑 暗茶褐
畳付き
渉昔灰 淡黄白 蛇ノロ釉まJぎ 17後～18

久見迫B ST-4004 肥前糸 染付碗 4.2 18中～末

久見迫B PP-303 肥前糸 染付碗 淡灰白

久見迫B PP-887 肥前 染付碗 4.2 淡青白 畳付き

6Cl 試掘濤」2 SD 肥前 染付碗 較乳白 淡乳白 コンニャク印判 18前～中

試掘濤12 H層 肥前 染付碗 コンニャク印判 18前～中

試掘濤」2 SD 肥前系 染付碗 淡乳白

久見迫B PP―■46 肥前糸 染付碗 淡灰 高合 淡灰白 網 目文

64 試掘濤J2 唐津 碗 淡黄乳 淡黄褐 一削

第 67図 地主原A SD-01 薩摩 招鉢 29 5 暗黄～濁黄 淡茶灰 音灰～暗灰青 重ね焼き痕

66 地主原A PP-243 南九州 鉢 灰黄
畳付き

淡黄白 蛇ノロ釉票」ぎ、漆接合痕

地主原A SZ-01 南九州 碗 十 :檄灰十以
淡灰 蛇ノロ釉まJぎ 17後～18

68 地主原A PP-121 薩摩 鉄釉碗 音茶灰～黒福 淡灰褐

69 地主原A PP-243 唐津系 塊 淡黒褐 淡黄 淡黄白 17中 ～18前

Ю 地主原A PP-270 肥前糸 染付碗 外 :淡灰白
内 :乎 [白

白 18前 ～中

地主原A SD-01 肥前糸 染付皿 淡灰白 畳付き 蛇ノロ釉剖ぎ 18中 ～未

地主原A PP-047 薩摩? 碗 畳付き 白 1320～ 明治

地主原A SZ-04 肥前糸 自磁碗 畳付き 白 多条沈線 18中 ～未

地主原A PP-129 南九州 塊 紫褐ゃ醐
暗 豆付き～円尼

茶褐 蛇ノロ釉剖ぎ 18～幕末

地主原A PP-210 南九州 飯器 黄緑 ”
褐
褐
赤
黄

淡黄褐 蛇ノロ釉剣ぎ 18～幕末

地主原A PP-220 肥前 碗 稜 :白

面 i暗茶褐
口縁端面

白 六角 17後 ～18前

地主原A SZ-04 南九州 燭合 外 :茶褐
内 :暗黄褐 赤褐 糸切 り底 18～ 幕末

地主原A SD-01 薩摩 甕 暗茶褐 暗灰 灰 被 18～ 19後

地主原A SD-01 南九州 片日 暗紫褐 高合～外底 橙褐 蛇ノロ釉象Jぎ 18～ 幕末

80 地主原A SA-01 肥前糸 白磁蓋 白 18中 ～末

地主原A SA-01 薩摩 蓋 暗紫褐 灰褐

地主原A SA-01 肥前 染付小杯 畳付き 白 明治後半～大正

地主原A SA-01 南九州 婉 茶
面内
褐
縁
茶 茶掲 淡黄白色釉の文様 18-19

84 地主原A SA-01 薩摩? 染付碗 乳白 畳付き 白 蛇ノロ釉剣ぎ 明 治

表14 試掘濤 Kl・ 久見迫 B地区出土 砥石 一覧
番 号 出土 地・ 遺 構 法  量 (cm) 材 質 備 考

凶６８
１
雰 久見迫B PP-812 90× 25× 21 粘板岩 条痕あり

久見迫B SZ-06 9 0× 5 2× 1 7 泥 岩 3面使用

久見迫B ST-4003 9 4× 7.3× 1 6 粘板岩 3面使用

4 久見迫B PP-193 7 6× 4 9× 3 3 硬砂岩 3面使用

5 久見迫B SZ-08 4.6× 4 3× 0,7 泥 岩 擦り切り痕

久見迫B SZ-06 5 2× 2 2× 0 8 硬砂岩 3面使用

7 久見迫B PP-826 9.2× 4 1× 1 6 砂 岩 1面使用

久見迫B PP-614 5 5× 3 6× 1 1 泥 岩 3面使用

番 号 出土 地・ 遺 構 法  量 (cm) 材 質 備 考

久見迫B PP-1040 102× 68× 1 8 硬泥岩 2面使用

久見迫B PP-384 5 3× 4 2× 0 7 砂 岩 3面使用

11 久見迫B ST-4006 14 7× 8 0× 3.0 砂 岩 4面使用

久見迫B SZ-08 216× 87× 56 砂 岩 4面使用

久見迫B PP-253 5 7× 3 4× 1 1 砂 岩 4面使用

久見追B PP-822 88× 3 0× 0 8 粘板岩 条痕あり

試掘濤Kl SD 8 9× 4,4× 2 7 粘板岩 条痕あり

久見迫B SZ-08 9.2× 4 6× 2 3 硬砂岩 4面使用
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番 号 出土遺構 法  量 (cm) 使 用 痕 、 備 考

図６９

‐

第
PP-798 116× 80× 63 片面

2 能―■ 16.1× 13.0× 10.2 片面、側面

3 排 土 5.3× 3.0× 2,4 円柱

4 排 土 85× 43X4.2 両面

5 排 土 52× 49× 29 片面、多面体

6 PP-812 64× 48× 4.6 3面、 3角柱

7 SZ-11 97X80× 50 片面、擦痕

8 PP-275 直径21.0高 さ11

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
Ｉ
Ｌ

表15 久見迫 B地区出土 軽石加工品 。石臼一覧

表16 久見迫 B地区出上 金属製品一覧

表17 地主原A地区 出土遺物一覧

あ と が き
調査後 7年も経過した遺跡の報告ですが、やっと公開

することができました。筆者が本市へ着任した初めての

現場で、 “地下式横穴墓"という墓も初めて調査した遺

跡です。今思うと、調査方法・地点に不足部分が目立ち、

全体像が把握できないことを後悔しています。

中世～近世の柱穴群の個々についての検討ができず、

集落の変遷までは追うことができませんでした。ただ、

陶磁器類に関しては大橋先生に鑑定して頂き、他の遺跡

の調査。研究にも貴重な成果が得られたことと思ってお

ります。

最後に、厳冬の中、調査に参加して頂いた作業員の方々

に対しまして厚く御礼申し上げます。

番 号 出土 遺 構 種 類 法  量 (cm) 備   考

嘉
12凶 SZ― ∞ 鈍 残存長19.6

PP-914 キセル

kSZ-15 キセル 60
同一個体か

4 PP-1146 キセル

PP-1146 キセル

PP-1155 鎌

番 号 出土遺構 種  類 法 量にm) 色調 、備 考
第73図
1
PP-239 焙 熔 日 径192 黄褐色

2 PP-328 皿  ? 底 径 4,7 黄褐色、糸切り

3 PP-220 不 底 径 7,0 黄褐色、糸切り
第甲図 PP-208 厚 鎌 刃 幅152

2 SA-01 鎌 残存長 82

3 SA-01 用途不明 残存長 9.6

4 PP-298 キセル

5 PP-086 キセル

第 75凶 SA-01 すり石 12 2Xl1 4× 84

2 SA-01 砥  石 9,4× 5.8Xl,6 砂岩

3 PP-059 砥 石 112X40× 35 粘板岩

-91-
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